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羊臭をめぐる冒険（上） 
～モンゴルの旅 ウランバートル編～ 
 

新宿区 N会員 
 

 
[期間] 2005年 8月 13日～8月 21日 
[訪問地] モンゴル（北京経由；中国国際航
空） 
 

■ 2 万マイルでモンゴルに行ける！ 

ユナイテッド航空のマイレージプラス 2

万マイルで、中国国際航空でモンゴルに行

ける。 

そんなことを聞き及んで、早速予約を入

れてみた。「発券後の予約の変更不可」とい

った条件はついたが、お盆の時期にもかか

わらず、予約は簡単に入った（フライトの

8か月前だったからかもしれないが）。 

 

 いわゆる「名所旧跡」を求めるのなら、

モンゴルは旅行先として不適かもしれない。 

ただ、広大な草原、その中で暮らす遊牧

民との生活・・・ そんなものに少しでも

憧れを感じられるのならば、一度行ってみ

て損はないだろう。 

 

■ 治安が悪化するウランバートル 

北京経由でウランバートルに到着。真昼

の到着だったが、いきなりトラブルが発生。

白タクに乗ってしまったのである。料金メ

ーターが付いているので大丈夫だと思った

が、いざ走り出すと料金メーターはものす

ごい勢いで上がっていく。市内の宿に到着

したときには、50,000TG（約5,000円）近

くまで上がっていた。 

「地球の歩き方」によると、相場はその

10分の１である。運転手と喧嘩し、宿泊予

定の宿（あづさや）のスタッフも呼んで交

渉し、結局 7,000TG（約 700 円）まで値切

った。相場の5,000TGまで粘るつもりだっ

たが、宿の人も「もうその辺でやめておい

た方がいいですよ」と言うので、諦めて支

払った。 

 

原油価格が高騰しているのに、タクシー

料金は据え置きで、そのしわ寄せはすべて

運転手に来ているという。それで、白タク

が横行するのみならず、正規のタクシーで

もぼったくりが横行しているそうだ。 

 

トラブルを防ぐためには、車体の上にタ

クシーの表示があるものに乗ること。そし

て、乗った時点で、1 キロいくらか聞く

（250TG が相場）と同時に、目的地までの

値段の目安を確認すること。英語はほとん

ど通じないので大変だが、トラブル回避の

ためにはやむをえないだろう。 

 

タクシーだけではない。最近ウランバー

トルの治安全体が悪化しており、スリが急

増しているという。僕自身も、インターネ

ットカフェの入り口で二人組みの男に囲ま

れ、ポケットに手を突っ込まれた。すぐに

気づいて相手の腕をつかんだので未遂に終

わったが。 

同じ宿の人でもスリに会いかけた人が何

名かいた。特に、ザハ（市場）のような人
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の多いところに多いようだ。 

スリの技術はたいしたことはないようだ

し、暴力沙汰もそれほどは起きてはいない

ようだが、何といっても数が多いので細心

の注意を払うべきだろう。 

 

■ 切れやすい（？）モンゴル人 

「モンゴル人は切れやすいので、あまり

しつこく喧嘩しないほうがいいですよ」 

「あづさや」のオーナーが言っていた。 

激情型の国民性なのか、限界に達すると

暴力を振るってくるという。モンゴル人の

名誉のために言っておくと、一部の心無い

人を除くとモンゴル人は親切な人が多い。

ただ、限界値が低いだけなのだろう。 

中国で聞いた話だが、中国人は喧嘩して

も、あまり手は出さないそうだが、東北地

方出身者は例外だという。民族的な特質が

あるのかもしれない。 

 日本でも最近若者が切れやすくなってい

るというが、その意味ではモンゴルの方が

進んでいるのかもしれない（！？）。 

 

■ ウランバートルの観光 

市内観光は、１日あれば主な名所は回れ

るだろう。ただし、博物館などをちゃんと

見たい場合は、もう1日必要かもしれない。 

 

 ウランバートルの名所旧跡としては、ガ

ンダン寺が有名。ここの大仏は壮観で、確

かに行く価値はある。 

しかし、僕が一押ししたいのは、チョイ

ジンラマ寺院博物館。「地球の歩き方」には

あまり大きく出ていないが、寺院内部の内

装や展示品がかなり面白い。ラマ教の怪し

げな仮面や曼荼羅、地獄絵など、展示品は

盛りだくさんで独特の雰囲気をかもし出し

ている。 

 また、午後6時から伝統芸能の実演があ

る（この時間帯は入場料が2US$から5US$に

上がる）。これは、1時間以上もある。正直、

途中でダレるところもあるが、モンゴルの

伝統芸能を一通り楽しむことができる。 

 途中にバレエやコンテンポラリーダンス、

中国雑技（？）など、途中に「伝統芸能」

ではないものも入ったりする。外国からの

文化的影響がうかがえる。 

チョイジンラマ寺院博物館の概観 

チョイジンラマ寺院博物館で行われる伝統芸

能。最後の演目の仮面ダンス。 




